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サステナビリティは、収益とビジネス存続の両
方に関わるものです。

パンデミックや相次ぐ自然災害が示すように、直
線的なオペレーションは中断の影響を受けやすく、
組織の時間やコストを圧迫し、利用できる人材の範
囲も狭まります。

原材料や部品の供給が途絶えたり、遅れた
りする可能性があります。

従業員が工場や配送センターにたどり着けなくな
る。物流網が寸断される可能性もあります。

サステナブルなビジネスの鍵は、つながった
データです。

エンドツーエンドの可視化により、企業は監査可能
で効率的なプロセスを構築し、すべてのコンポーネ
ントが再利用またはリサイクル可能であるようにす
ることができます。しかし、これは理想論ばかりで
はありません。投資家は、サステナビリティがビジ
ネスだけでなく、グローバルなエコシステムをも支
えていることを認識しています。

同様に顧客は、責任をもって作られた製品に対して、
より多くの金額を支払う意思を示しています。

このようなことを考えると、なぜ企業はサステ
ナビリティを第一に考えた未来を認識し、それ
を優先させないのでしょうか ?

サステナビリティを第一に考えたビジネスアプローチは、もはや感情的なプ
ロジェクトでも、単にあればいいというものでもなく、組織の長期的な収益
性を高めるために必要不可欠なものとなっています。最優先事項として捉え
るかどうかは別として、サステナビリティなビジネスモデルを開発し維持す
るためのビジネスケースを無視することは、もはや選択肢ではなくなりまし
た。

サステナビリティを  
第一に考えた未来づくり

サステナビリティのための
設計と製造を行うことで、
企業はビジネスにおける
これらのリスクを軽減し、
堅牢でレジリエンスのある、
収益性の高い未来を確保する
ことができます。
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したがって、サステナビリティへの定量的なアプロー
チに取り組むことは、企業が財政的に安全な未来を確
保するための有効な手段となります。

顧客は、企業がサステナブルなアプローチを行っていることを証明
することをますます求めるようになっています。また、Z世代が急
速に購買力を増している現在、顧客はサプライチェーン全体に対す
る影響力を強めています。

CEOの 52%もが、消費者の支出と行動の変化
を懸念しており ¹、消費文化から真の循環エコ
ノミーへの移行が、ビジネスにとってより費用
対効果の高い未来への鍵であることを示して
います。

IFSのソリューションは、エンドツーエンドですべてを
追跡するために必要な、包括的な監査可能データを提供
します。適切なデジタルソリューションにより、企業は、
サプライチェーン上の輸送手段から部品の再利用、再製
造、リサイクルに至るまで、無駄を削減し、効率を高め
る機会を迅速に特定することができます。

より循環的な製造サイクルに向けた一歩一歩が、顧客ロ
イヤリティの獲得と維持に貢献します。

1  https://www.pwc.com/gx/en/ceo-survey/2014/assets/ 
pwc-17th-annual-global-ceo-survey-jan-2014.pdf

52%

1. 顧客を獲得し維持する 

https://www.pwc.com/gx/en/ceo-survey/2014/assets/pwc-17th-annual-global-ceo-survey-jan-2014.pdf
https://www.pwc.com/gx/en/ceo-survey/2014/assets/pwc-17th-annual-global-ceo-survey-jan-2014.pdf


したがって、新しい時代の投資家は、単にリターン
を追求するのではなく、財務戦略に新しい価値観を
適用していることは明らかです。そのため、企業が
市場価値を維持し、有利な投資機会を継続的に獲得
するためには、ESGポリシーに注力することがよ
り一層必要となっています。

今、これまで以上に、アナリティクスを応用し、材
料の供給源から最終顧客の需要に至るまで、製品の
持続可能性を実証する能力が、メーカーが新たな投
資を獲得するために不可欠となっています。今日の
企業は、ESGの3つの柱を遵守する方針と実証的な
行動によって、「より卓越した商品」に対して果た
している役割を示すことができる必要があります。
これらのステップを踏まないと、ESGの優遇的な
借入や投資を利用することができなくなります。
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新世代の投資家は、サステナビリティの価値を理
解しています。顧客と同じように、投資家もサス
テナビリティの証明を求めています。

優秀な人材を確保し、維持するのは大変なこと
で、コストもかかります。ビジネス価値とサステ
ナビリティへのコミットメントを実証すること
で、貴重な人材を採用し維持するための戦いに決
定的な優位性をもたらすことができます。

2. 投資を惹きつける

3. 人材を確保する

ホワイトペーパー—サステナブルな未来がもたらす5つの財務的メリット

IFSの人材管理 (HCM)のようなソリューションは、サ
ステナブルな社会をリードする明日のチームのため
に、今日の人材を育成するために設計されています。
戦略的なソーシングとプランニング、人材開発、時間
と費用の配分、パフォーマンス管理から、グローバル
企業の中核となる人事までカバーします。

企業は、あらゆるとサステナブルな企業に投資するこ
とで、費用対効果の高い採用に支えられた、より財政
効率の高い未来を創造することができます。

25%

世界の運用資産の 25%以上が、環境・社会・
ガバナンス (ESG)要因に基づき投資されてい
ます ²。

2  https://www.mckinsey.com/industries/private-equity-and-principal-investors/
our-insights/from-why-to-why-not-sustainable-investing-as-the-new-normal

また、サステナビリティとサービタゼーションも重要
な役割を担っています。今日のデジタルに精通した
人々は、所有についての新しいアイデアを知り尽くし
ています。

これらの人々は、よりサステナブルな方法で生活する
ことを意識しており、すでに積極的に取り組んでいま
す。そのため、Z世代は、雇用に関して、給与よりも
パーパスを優先する最初の世代となりました ³。

3 https://info.themanufacturer.com/amr-2020

https://www.mckinsey.com/industries/private-equity-and-principal-investors/our-insights/from-why-to-why-not-sustainable-investing-as-the-new-normal
https://www.mckinsey.com/industries/private-equity-and-principal-investors/our-insights/from-why-to-why-not-sustainable-investing-as-the-new-normal
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成長を促し、顧客を獲得し、コストを削減
し、エンドツーエンドで効率を高めること
で、サステナブルな戦略は、変革的なイノ
ベーションを支え、サポートするものなの
です。

循環エコノミーの原則は、サステナビリティがサプ
ライチェーン全体のイノベーションを促進するこ
とを示すものです。サステナブルなサービスやメン
テナンス体制は、特に、製品が長持ちするように作
られている場合、その寿命を延ばし、価値を高めま
す。

また、製造工程では、水や電力を節約し、製造コス
トを削減することができます。さらに、よりサステ
ナブルな製造へのアプローチは、競争上の優位性と
差別化の新たな源泉を明らかにし、成長と収益に直
接貢献します。

サステナビリティは、
イノベーションの原動力です。
サステナブルなモデルへの移行は、
あらゆるところでイノベーションに
拍車をかけます。

4. イノベーションを促進する

イノベーションは、明確で実用的な基盤の
上で起こらなければなりません。組織は、
サステナビリティへの新たな道筋を見出
し、無駄や非効率を排除し、財務的な成長
と将来への強靭さを促進するための洞察
力と可視性を提供するテクノロジーを必
要としています。
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適切なテクノロジーを使用すれば、組織は、サプ
ライチェーンや製造プロセスのどの時点からでも、
すでに実現しているサステナビリティを証明する
ことができます。つまり、過去の慣行を活用して、
よりサステナブルで、倫理的、財務的に革新性をも
つ選択をする際に、企業がすでに達成していること
を示すことができるのです。

IFS Digital Twin of the Organization(DTO) ソ
リューションでは、プロセスのレビューとオーケス
トレーションを行い、戦略に対する実行を確実に実
現することができます。どの機能がサステナビリ
ティと顧客価値をもたらすかを明確に把握するこ
とで、企業は効果的でないプロセスや時間とリソー
スを浪費するプロセスを特定することができます。

多くの場合、サステナビリティの認証は、ビジネス
パフォーマンスの向上につながります。

サステナビリティのほぼすべての側面とそのメ
リットを引き出すには、透明性が重要です。ス
テークホルダーにサステナビリティの有効性を
証明するだけでなく、情報に基づいた意思決定に
必要なデータへのアクセスも必要です。

5. 実績を利用し
活用する

したがって、
組織がより持続可能な未来に向けて
すでに一歩を踏み出していることを
示すテクノロジーを活用することで、
かなりの競争優位性を得ることが
できます。



07ホワイトペーパー—サステナブルな未来がもたらす5つの財務的メリット

これを実現するためのテクノロジーは既に確立されてい
ますが、組織がサステナビリティを定量化できることによ
る財務的なメリットを本当に享受できるようになるのは、
適切なデジタルソリューションの活用なのです。

メーカーの 75%以上 4が市場の変化や課題にビジネスモ
デルを適応させており、証明可能なサステナビリティに関
しては、誰にとってもメリットがあることを意味していま
す。ますます混乱し、動きの速い世界において、サステナ
ブルな製造は、成長と競争上の優位性をもたらす証明され
た道筋です。

組織にとって、サステナビリティについて話すだけでは、
もはや通用しません。実行可能な成果を達成することな
く、文化的な変化に対応するために、単にボックスに
チェックを入れるだけでは、すぐに税制上の罰則を受け、
投資、顧客、人材の獲得と維持において競争上不利になり
ます。サステナブルなビジネスモデルを構築できなけれ
ば、費用対効果に優れ、財務的にレジリエントな未来を阻
むことになります。

75%

あなたの組織が、より収益性の高い未来のため
に、サステナビリティを活用し、発展させ、証明
する方法についてさらに詳しく知るには、IFSのサ
ステナビリティのためのデジタルビジネス評価を
利用してみてはいかがでしょうか。

ビジネスケースには 
議論の余地がない

気候変動に関する重要な倫理的な懸念を横に置
いても、サステナブルなモデルに対するビジネス
ケースは議論の余地がありません。

4  https://www.pwc.com/gx/en/ceo-survey/2014/
assets/pwc-17th-annual-global-ceo-survey-jan-2014.

https://www.ifs.com/ja/contact-us
https://www.pwc.com/gx/en/ceo-survey/2014/assets/pwc-17th-annual-global-ceo-survey-jan-2014.pdf
https://www.pwc.com/gx/en/ceo-survey/2014/assets/pwc-17th-annual-global-ceo-survey-jan-2014.pdf
https://www.ifs.com/ja/contact-us


IFSについて

IFSは、エンタープライズ・クラウド・ソフトウェアのプロバイダーとして ､
「ものづくり」､「サプライチェーン」､「設備の維持管理」､「サービス中心の
ビジネス」を支援するためのソリューションを開発し、世界各地の企業に提供
しています。IFSの業界固有の要件に対応した製品は、1つのプラットフォー
ム上で、本質的に単一のデータモデルに結び付けられており、組み込み型の
デジタルイノベーションを使用しています。これにより、お客様は、顧客に
とって本当に重要なとき、すなわち「サービスの瞬間」に最善を尽くすこと
ができます。

各産業に深く精通した IFSのコンサルタントと広がり続けるエコシステムに
よって、IFSは業界のリーダーとして認められ、お客様に高く評価されていま
す。現在、IFSは 5,500人の従業員を擁し、IFSのソリューションは全世界で
10,000社を超えるお客様に導入されています。

IFSは世界各地の直営拠点やパートナーとともに、これらのお客様を支援して
います。さらに詳しくは ifs.comをご覧ください。

#MomentOfService 
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